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みなかみ町
みなかみ町観光協会
谷川岳ロープウェイ
群馬の魅力を発掘
プレ・デスティネーションキャンペーン（ＤＣ）として
みなかみ町をあげて「谷川岳天神平の星空」をＰＲ

　群馬県では来年７月から９月の3ヶ月間、ぐんまの魅力を全国に発信するデスティネーションキャンペーン（ＤＣ）が開催されます。そのプレイベントとして、みなかみ町（町長：岸　良昌）、みなかみ町観光協会（会長：須藤　温）、谷川岳ロープウェイ株式会社（事務所：群馬県みなかみ町　事務所長：宇佐美正春）では、本年8月から10月にかけて、谷川岳天神平で「星の鑑賞会」を実施することになりました。
　谷川岳天神平は、谷川岳ロープウェイ天神平駅を降りた目の前に広がる標高1,300ｍの高地で、冬はスキー場ゲレンデ、春から初秋には高山植物が咲き乱れ、秋には紅葉の大パノラマが楽しめることから、多くの観光客に親しまれています。
　普段はロープウェイの営業が17時で終了するため、夜間に天神平に立ち入ることはできませんが、天神平の周辺は、谷川岳をはじめとする山々に囲まれているため市街地の光が遮られ、より美しい星空を眺めることができます。その美しさは登山者の間では有名で、険しい山を登ったものだけが味わえるご褒美として愛されてきました。
　今回のイベントは、その絶景を誰にでも楽しんでもらうために実施するもので、夏の名物ペルセウス座流星群や天の川から仲秋の名月まで、普段見ることができない本当の星空を堪能してもらうことができます。
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＜町をあげて星の鑑賞会を開催＞
　今回のイベントは、谷川岳に関係する各団体が力を合わせて実施します。本年3月4日にはまず谷川岳天神平「星の鑑賞会」実行委員会を設立。みなかみ町、みなかみ町観光協会、みなかみ町商工会、谷川岳ロープウェイだけではなく、水上町旅館協同組合、水上ペンション・民宿連合会、群馬県山岳連盟、水上山岳会、みなかみ町山岳ガイド協会、水上観光ガイド協会、谷川岳登山・環境研究会の１１団体に加え、顧問としてＪＲ水上駅長、企画運営協力として群馬県教育委員会事務局利根教育事務所の皆様にも参加していただいております。
　このような町をあげての運営体制のもと、このイベントでは、関係各団体からボランティアを募り、「星空の案内人」を育成します。そして星空鑑賞会では「星座や星の見つけ方」から、「山と星の話」、「ギリシャ神話の星座の話」などの楽しい解説を行ないます。
　このボランティアには既に約50名の応募がありますが、今後5月20日をかわきりに、水上公民館、県立ぐんま天文台、沼田文化会館及び現地天神平などで計6回の研修を重ねていきます。
